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平成２７年度  ユネスコ活動費補助金  

グローバル人材の育成に向けたＥＳＤの推進事業  

企画書  
 

注 １ ）本 企 画 書 の 枠 の大 き さ は 記 入 分 量 に 応じ て 適 宜 変 更 い た だ いて 構 い ま せ ん 。  

注 ２ ）記 入に 際 して は、 末 尾の 「記 入 にあ たっ て の留 意点 」 も併 せて 参 照く ださ い 。  
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氏 名  
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職 名  
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センター長  

 

申 請 責 任 者

氏 名  
     朴  恵淑    印  
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Ⅰ  基本情報  

                                                

１．補助事業名称  

  三重ブランドのユネスコスクールコンソーシアム  

開始年度：   新規  ・  ２年目  ・  ３年目  

２．コンソーシアム構成団体（代表団体含む）  

 

構成団体名  所属・役職  担当者名  
連絡先  

（住所、電話、 FAX、 E メール等）  

国立大学  三重大学  地 域 ECO シ

ス テ ム 研 究

センター長  

朴  恵淑  三重県津市栗真町屋町 1577 

TEL:059-231-9157 

三重県教育委員会  教育長  山口  千代己  三重県津市広明町 13番地  

TEL： 059-224-2946   

桑名市教育委員会  教育長  伊藤  茂一  三重県桑名市中央町 2-37 

TEL:  0594-24-1236 

鈴鹿市教育委員会  教育長  長谷川  正人  三重県鈴鹿市神戸 1丁目 18-18 

TEL:059-382-7617 

松阪市教育委員会  

 

教育長  東  博武  三重県松阪市殿町 1340番地 1 

Tel:0598-53-4312 

名張市教育委員会  教育長  上島  和久  三重県名張市鴻之台 1番町 1番地  

TEL: 0595-63-7882 

津市教育委員会  教育長  石川  博之  三重県津市広明町 13番地  

TEL： 059－ 229-3292 

四日市市教育委員会  教育長  田代  和典  三重県四日市市諏訪町 1番 5号  

TEL： 059-354-8236 

亀山市教育委員会  教育長  伊藤  ふじ子  三重県亀山市本丸町 577番地  

TEL： 0595-84-5072 

伊勢市教育委員会  教育長  宮崎  吉博  三重県伊勢市小俣町元町 540番地  

TEL： 0596-22-7875 

いなべ市  市民部長  

 

出口  正則  三重県いなべ市北勢町阿下喜 2633

番地  

TEL： 0594-72-3946 

四日市市  環境部長  須藤  康夫  三重県四日市市諏訪町 1番 5号  

TEL： 059-354-8188 

亀山市  環境産業部   西口  昌利  

 

三重県亀山市本丸町 577番地  

0595-84-5068 

伊賀市  人権生活環

境部長  

山下  豊  三重県伊賀市上野丸之内 116番地  

TEL： 0595-20-9105 

伊勢市  環境生活部

長  

坂本  進  三重県伊勢市岩渕 1-7-29 

TEL： 0596-21-5540 
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鳥羽市  環境課長  清水  敏也  三重県鳥羽市鳥羽三丁目 1-1  

TEL： 0599-25-1112 

志摩市  生活環境部

長  

岡    茂  三重県志摩市阿児町鵜方 3098-22  

TEL： 0599-44-0001 

尾鷲市  環境課長  仲   浩紀  三重県尾鷲市中央町 10番 43号  

TEL： 0597-23-1700 

熊野市  環境対策課

長  

栗須  廣也  三重県熊野市井戸町 796  

TEL： 0597-89-2804 

日本ユネスコ協会連

盟  

組織部  尼子  美博  東京都渋谷区恵比寿 1-3-1 

TEL： 03-5424-1121 

三重県ユネスコ連絡

協議会  

理事長  谷岡経津子  三重県津市広明町 13番地  

三重県教育委員会社会教育・文化財

保護課社会教育班気付  

TEL： 059-224-3322 

亀山ユネスコ協会  会長  明石  直大  三重県亀山市江ヶ室 2丁目 4-37 

TEL:0595-82-0010 

名張ユネスコ協会  会長  辻本  進  三重県名張市鴻之台 1番町 1番地  

TEL:0595-63-7892 

松阪ユネスコ協会  会長  池村  進  三重県松阪市駅部田町 1662 

TEL0598-26-3711 

三重県地球温暖化防

止活動推進センター  

事務局員  岡野  朝雄  三重県津市河芸町上野 3258番地  

TEL:059-245-7517 

亀山市総合環境研究

センター  

事務局長  坪田  公兒  三重県亀山市布気町 442番地  

TEL:0595-84-3611 

海の博物館  館長  石原  義剛  三重県鳥羽市浦村町大吉 1731-68 

TEL:0599-32-6006 

斎宮歴史博物館  館長  伊藤久美子  三重県多気郡明和町竹川 503 

TEL:  0596-52-3800 

四日市公害と環境未

来館  

副館長  岡田  良浩  三重県四日市市諏訪町 1番 5号  

TEL： 059-354-8065 

伊勢湾再生推進会議  国 土 交 通 省

中 部 地 方 整

備 局 広 域 計

画課係長  

佐野  貴之  愛知県名古屋市中区三の丸二丁目  

5番 1号  

TEL:  (052)953-8127  

生活協同組合コープ

みえ  

組織運営部  中島  幸代  三重県松阪市大口町字北堀田 273-2 

TEL:  0598-51-4411 

三重県環境整備事業

協同組合  

理事長  木室  啓治  三重県津市広明町 112番地の 5 

TEL:  059-225-5479 

三重県総合博物館  館長  布谷  知夫  三重県津市一身田上津部田 1234  

TEL:  059-228-2283 

三重県松阪地域防災

総合事務所  

主幹  佐野  茂樹  三重県松阪市高町 138 

TEL:0598-50-0530 

株式会社  

光機械製作所  

代表取締役

社長  

西岡  慶子  三重県津市一身田中野 8－ 1 

Tel:059-227-5511 

Tel:059-227-5511
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万協製薬株式会社  代表取締役

社長  

松浦  信男  三重県多気郡多気町五桂 1169-142 

TEL: 0598-37-2088 

中部電力株式会社  三重支店長  片岡  明典  三重県津市丸之内 2-21 

TEL: 059-226-5555 

シャープ株式会社  

亀山工場  

環境安全推

進センター  

稲垣  秀明  三重県亀山市白木町幸川 464番  

TEL: 0595-84-7666 

シャープ株式会社  

三重工場  

環境安全推

進センター  

米川  浩  三重県多気郡多気町五佐奈 1177番

地の 1 

TEL:  0598-38-1221 

株式会社東産業  代表取締役

社長  

木室  浩一  三重県四日市市野田 1丁目 8番 38号  

TEL:  059-332-2323 

ユニーグループ・ホ

ールディング株式会

社  

執行役員  

グループ環

境社会貢献

部部長  

百瀬  則子  愛知県稲沢市天池五反田町 1番地  

0587-24-8000 (代表 ) 

三重テレビ放送㈱  

 

報道制作部  山口  未翼  三重県津市渋見町 693-1 

TEL:059-223-3360 

伊勢新聞社  

 

営業局  

 

鈴木  肇  三重県津市本町 34-6 

TEL： 059-224-0003 

３．補助事業による活動地域（市町村単位）  

三重県の全市（１４市が対象）  

ユネスコスクール関連自治体：津市、鈴鹿市、名張市、熊野市  

ユネスコスクール登録申請中／関連活動自治体；いなべ市、桑名市、四日市市、亀山

市、伊賀市、松阪市、伊勢市、鳥羽市、志摩市、尾鷲市  
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４．ＥＳＤコーディネーター  

氏  名  池村  進  

所属・役職  三重大学地域エコシステム研究センター  

事務長兼コーディネーター  

松阪ユネスコ協会会長  

前三重大学  国際環境教育研究センター支援室  非常勤職員  

ＥＳＤの実践、国際

交流、企業との連携

等の経験  

元公立学校教員であり、元高田短期大学研究員として、科学遊び

の観点から「 ASEAN諸国の子どもたちの遊びの実態に関する調査

報告」等の研究実績を有している。また、１０年以上途絶えてい

た、松阪ユネスコ協会（ 2013年 3月～）の復活に尽力し、同協会

会長を務める。また、平成 26年度まで、三重大学国際環境教育研

究センターに非常勤職員として勤務し、「 ESD in 三重 2014」他

の活動に携わった。  

本事業での活動内容  ・  産官学民の構成団体との連絡業務  

・  三重県・三重県内自治体の教育委員会との連携業務  

・  ユネスコスクールの支援業務  

・  ユネスコスクール登録支援業務  

・  ユネスコスクール・パートナーシップ委員会の支援業務  

・  コンソーシアムの構築・運営・管理  

・  グローバル人材育成プログラムの構築  

・  専門家（学識経験者等）の選定と調整  

氏  名  上島  和久  

所属・役職  名張市教育委員会  教育長  

ＥＳＤの実践、国際

交流、企業との連携

等の経験  

元名張市立小学校の校長、中学校の教頭を歴任しており、現在は

名張市の教育長として教育の現場に携わっている。名張市は、県

内のユネスコスクール登録校の半数を占めており、教育委員会と

してもユネスコ活動を推進している。  

本事業での活動内容  ・  ユネスコスクールの支援業務  

・  ユネスコスクール登録支援業務  

・  ユネスコスクール・パートナーシップ委員会の支援業務  

氏  名  坪田  公兒  

所属・役職  亀山市総合環境研究センター  事務局長  

ＥＳＤの実践、国際

交流、企業との連携

等の経験  

亀山市は三重大学と連携し、「亀山市民大学キラリ」を開設し環

境・文化・健康を縦横に連携した学問を体系的実施しており、事

務局長として、積極的に関わっている。また、この市民大学には

シャープ亀山工場等との連携も行っており、地元企業との連携も

推進している。  

 

本事業での活動内容  ・  産官学民の構成団体との連絡業務  

・  三重県・三重県内自治体との連携業務  

・  コンソーシアムの構築・運営・管理  
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氏  名  伊藤  久美子  

所属・役職  斎宮歴史博物館  館長  

ＥＳＤの実践、国際

交流、企業との連携

等の経験  

斎宮歴史博物館の館長として、県内外に対して歴史・文化を発信

し、同博物館における学童保育の受入や地元企業との連携を積極

的に推進している。また、元三重県環境安全部次長として、地域

環境・ NPO・生涯学習等の行政に携わっていた。  

本事業での活動内容  ・  産官学民の構成団体との連絡業務  

・  三重県・三重県内自治体との連携業務  

・  コンソーシアムの構築・運営・管理  

氏  名  谷岡  経津子  

所属・役職  三重県ユネスコ連絡協議会  理事長  

四日市市立博物館館長、前四日市大学総合政策学部教授  

ＥＳＤの実践、国際

交流、企業との連携

等の経験  

四日市大学短期大学部において長年、保育士、幼稚園、小学校教

員の養成に携わっており、全国幼年美術の会委員としても子ども

の絵を通して人間陶冶や創造性の育成を図ってきた。また、三重

県ユネスコ連絡協議会の理事長として、三重県におけるユネスコ

協会の設置と活性化、および連携・発展に努めると共に、三重県

景観条例作成の審議会委員の一人として、三重県という地域の個

性と特色を活かした良好な景観づくりなど、県民文化の向上に取

り組んでいる。  

本事業での活動内容  ・  三重県内のユネスコ協会との連携業務  

・  ユネスコスクールの支援業務  

・  ユネスコスクール登録支援業務  

・  ユネスコスクール・パートナーシップ委員会の支援業務  

５．事務局の体制  

※ 代 表 団 体 を 中 心 とし た 事 務 局 の 体 制 につ い て で き る だ け 具体 的 に 記 述 く だ さ い。  

 平 成 ２ ７ 年 度 よ り、「 三 重 ブ ラ ン ドのユ ネ ス コ ス ク ー ル コン ソ ー シ ア ム 」事 務局 を

三 重 大 学 地 域 Ｅ Ｃ Ｏシ ス テ ム 研 究 セ ン ター に 置 き 、三 重 大 学 ユネ ス コ ス ク ー ル 委 員会

や 他 の リ サ ー チ セ ンタ ー と 連 携 ・ 協 力 し、 人 文 科 学 、 社 会 科学 の 幅 広 い 視 点 か ら ESD

の プ ロ グ ラ ム 開 発 や推 進 に 取 組 め る よ う学 内 の 基 盤 整 備 を 進め る と 共 に 、コ ン ソ ーシ

ア ム と し て 実 施 す る事 業 及 び 団 体 と の 連携 等 の 庶 務 を 統 括 して 執 り 行 う 。  

 ま た 、 ユ ネ ス コ 活動 に つ い て 知 見 を 有し 、 地 域 ・ 学 校 に おけ る ESDプ ロ グ ラ ム の構

築 や 実 践 経 験 が 豊 富で あ り 、地 域・県域・全 国 の ユ ネ ス コ 協 会関 係 者 と の ネ ッ ト ワー

ク を 持 つ 松 阪 ユ ネ スコ 協 会 会 長  池 村  進を 事 務 局 長 兼 コ ー ディ ネ ー タ ー と し て コン

ソ ー シ ア ム 事 業 を 担当 し 、 ESDプ ロ グ ラ ムの 構 築 、 コ ン ソ ー シア ム の 連 携 の 強 化 、国

内 外 と の 交 流 ・ 情 報交 換 な ど を 積 極 的 に行 う 。  

 加 え て 、 コ ン ソ ーシ ア ム 構 成 団 体 よ り、 ESDに 関 す る 知 識 や経 験 を 有 す る 人 物 の発

掘 及 び 推 薦 を 受 け 、 ESDコ ー デ ィ ネ ー タ ーと し て 任 命 し 、 事 務局 と 連 携 し て 、 県 内各

地 域 に お い て 、 ESDの推 進 と ユ ネ ス コ ス クー ル の 支 援 の た め のネ ッ ト ワ ー ク 構 築 を進

め る 。  

 



 

7 

 (参考資料 ) 

 

 

 

６．補助事業期間  

  ・補助事業の着手（予定）日  交付決定日  

  ・補助事業の完了（予定）日  平成２８年２月２８日  

 

※補助事業完了予定日は、新規採択の場合、最長で平成３０年２月２８日まで  

とする。  
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Ⅱ  事業内容  

 

１．事業推進の背景、課題等  

※事業推進にあたっての背景、 ESD推進にあたっての課題等について記述ください。 

三 重 県 内 で は 、ユ ネ ス コ ス ク ー ル が 4市（ 津 市 、鈴 鹿 市 、名 張 市 、熊 野 市 ）の 小 学

校 8校 (平 成 26年 度 に統 廃 合 に よ り 1校 減 )、中 学 校 5校 、高 等学校 1校 、大 学 1校（ 三重

大 学 ） の 1 5校 が 登 録 し て い る 。 （ 現 在 、 津 市 の 中 高 一 貫 校 及 び 四 日 市 市 の 大 学 が 登

録 申 請 中 、 亀 山 市 の 小 学 校 ２ 校 、 松 阪 市 の 中 高 一 貫 校 及 び 四 日 市 市 の 高 校 が 検 討 中

で あ る 。 ） 特 に 、 名 張 市 の 小 中 学 校 で は 、 名 張 ユ ネ ス コ 協 会 と 韓 国 水 原 市 の ユ ネ ス

コ 協 会 と の 連 携 に よ り 、 両 市 の 小 中 学 校 と 絵 の 交 換 活 動 を 3 0年 以 上 継 続 し て お り 、

ま た 、 毎 年 水 原 市 で 開 催 さ れ る 青 少 年 環 境 フ ォ ー ラ ム に も 中 学 生 が 参 加 し て い る 。

津 市 の 三 重 大 学 教 育 学 部 附 属 中 学 校 で は 、 中 国 天 津 師 範 大 学 附 属 中 学 校 と の 国 際 交

流 を 毎 年 行 っ て お り 、 ブ ラ ジ ル な ど 外 国 人 比 率 か 高 い 鈴 鹿 市 の 小 中 学 校 で は 、 市 内

の 外 国 人 と の 協 働 に よ る 祭 り な ど の 文 化 活 動 、 熊 野 市 の 高 校 で は 、 ユ ネ ス コ 世 界 遺

産 の 熊 野 古 道 の 文 化 遺 産 を 世 界 に ア ピ ー ル す る た め 、 英 語 に よ る ガ イ ド を 努 め る な

ど 、 多 様 な ユ ネ ス コ活 動 を 行 っ て い る 。  

一 方 、 南 海 ト ラ フ に よ る 巨 大 地 震 が 最 も 懸 念 さ れ る 三 重 県 に お い て 、 防 災 教 育 は

大 変 重 要 な ESDの 推 進課 題 と な っ て い る 。幸 い 、三 重 大 学 は 、三 重 県 内 の 防 災 拠 点と

し て 、 平 成 21年 度 か ら 三 重 さ き も り 塾 を 開 設 し 、 地 域 の 防 災 リ ー ダ ー の 育 成 や 命 を

守 る た め の 防 災 訓 練 な ど を 積 極 的 に 行 っ て い る 。 ま た 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー な ど を

視 野 に 入 れ た 創 エ ネ・ 蓄 エ ネ ・ 省 エ ネ など の エ ネ ル ギ ー 教 育も 急 務 と な っ て い る。  

伊 勢 湾 に 面 し て い る 三 重 県 は 、 生 物 多 様 性 の 宝 庫 で あ る 松 名 瀬 干 潟 、 里 海 、 海 女 文

化 が 盛 ん な 地 域 で も あ り 、 韓 国 済 洲 島 の 海 女 と の 連 携 に よ る 海 女 文 化 の ユ ネ ス コ 世

界 遺 産 の 登 録 に も 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。 海 の 自 然 環 境 （ 生 物 多 様 性 保 全 ） を 守

り な が ら 海 女 文 化 の 国 際 交 流 を 図 る な ど 、 多 様 な 活 動 を 海 女 や 海 の 博 物 館 、 三 重 県

立 総 合 博 物 館 、 斎 宮 歴 史 博 物 館 、 地 元 の メ デ イ ア 、 企 業 、 海 外 と の 連 携 に よ っ て 行

っ て い る 。地 域 に 根 ざ し 、国 際 的 な 視 野 を 備 え 持 つ グ ロ ー バル 人 材 の 育 成 の た めの E

SDの 推 進 が 必 要 不 可欠 と な っ て い る 。  

 

２．事業の目的  

本事業の目的は次の 3点に力点を置く。  

（ １ ）  既 存 の 三 重 県 内 の 4市 の 1 5校 の ユ ネ ス コ ス ク ー ル を 拠 点 と し な が ら 、 三 重 県

内 の 14の 全 市 へ の ユネ ス コ ス ク ー ル の 拡大 を 図 る 。  

（ ２ ）  環 境・文 化・地 域 の国 際 化 を 図 る 充 実 した 活 動 内 容 を 活 か す、産 官 学 民 と の

協 働 体 「三重ブランドのユネスコスクールコンソーシアム 」 を 形 成 し 、 地 域

で 活 躍 す る 人 材 を 育成 す る 。  

（ ３ ）  地 域 に 根 ざ し 、 国 際的 な 視 点 を 持 っ た グロ ー バ ル 人 材 育 成 のた め に 、 海 外 、

特 に ア ジ ア ・ 太 平 洋 諸 国 と の 連 携 を 図 る べ く 、 「 三重ブランドのユネスコス

クールコンソーシアム 」 を 発 展 さ せ た 国際 連 携 事 業 を 展 開 する 。  
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３．事業の内容  

（１）事業の全体構想（３か年計画）  

※事業の各活動についての実施時期も含め、できるだけ具体的に明記ください。  

①国内外のユネスコスクールとの交流  

(A)三 重 県 内 15校 の ユネ ス コ ス ク ー ル の 交流 機 会 を 創 出 す る ため に 、「 三 重 ユ ネ ス

コ ス ク ー ル 研 修 会・シ ン ポ ジ ウ ム 」を 毎年 1回 開 催 し 、各 学 校で 行 っ て い る ユ ネ

ス コ ス ク ー ル 活 動 の情 報 共 有 を 図 る 。 また 、 ユ ネ ス コ ス ク ール 全 国 大 会 へ 積 極

的 に 参 加 し 、 他 地 域の ユ ネ ス コ ス ク ー ル活 動 の 長 所 か ら 学 び、 ノ ウ ハ ウ を 共 有

し 、各 々 の ユ ネ ス コス ク ー ル 活 動 を 発 展さ せ る 。 (平 成 26年 度・平 成 27年 度・平

成 28年 度 ）  

(B)ユ ネ ス コ ス ク ー ルネ ッ ト ワ ー ク (ASPNet)及 び ユ ネ ス コ ス ク ール 大 学 間 ネ ッ ト

ワ ー ク (ASPUnivNet)と の 緊 密 な 連 携 に よっ て 、 三 重 県 の み なら ず 全 国 的 な ユ ネ

ス コ ス ク ー ル 活 動 の拡 大 や 質 的 向 上 を 図る 。 (平 成 26年 度 ・ 平成 27年 度 ・ 平 成 2

8年 度 ）  

(C)自 然 環 境 と 生 物 、人 間 と の 関 わ り を 学び の 場 と す る モ デ ル地 域 を 設 定 し（ 松 阪

市 の 松 名 瀬 干 潟 ） 、三 重 県 ・ 松 阪 市 ・ 松阪 ユ ネ ス コ 協 会 と の連 携 及 び 、 ト ヨ タ

自 動 車 ㈱ 及 び 伊 勢 新聞 社 の 支 援 を 得 て 、生物 多 様 性 に 関 連 し た ESDプ ロ グ ラ ム を

実 施 す る （ 平 成 26年度 ・ 平 成 27年 度 )。  

本 事 業 の 最 終 年 度 に、 ラ ム サ ー ル 条 約 の登 録 を 目 指 す 。 （ 平成 28年 度 ) 

(D)三 重 県 鳥 羽 市 の 離島 へ の エ ネ ル ギ ー 供給 の た め ､答 志 島 か ら神 島 へ 海 底 ケ ー ブ

ル に よ る 電 力 供 給 の仕 組 み ､風 力 発 電 ､太陽 光 発 電 な ど 実 践 的エ ネ ル ギ ー 教 育 に

つ い て ､中 部 電 力 と の協 働 で ESDプ ロ グ ラ ムを 実 施 す る 。 (平 成 26年 度 ･平 成 27年

度 ･平 成 28年 度 ）  

(E)海 女 文 化 を 学 び の場 と す る モ デ ル 地 域を 設 定 し（ 鳥 羽 市 及 び 志 摩 市 ）、海 の 博

物 館 及 び 三 重 県 総 合博 物 館 、斎 宮 歴 史 博 物館 と の 連 携 に よ る 海女 文 化 の ESDプ ロ

グ ラ ム を 構 築 し 、 実施 す る 。  

（ 平 成 26年 度 ・ 平 成 27年 度 ・ 平 成 28年 度 ）  

(F)文 化 と 産 業 を 学 びの 場 と す る モ デ ル 地域 を 設 定 し (亀 山 市 関宿 )､亀 山 ユ ネ ス コ

協 会 と 連 携 し 、 総 合的 な 教 育 プ ロ グ ラ ムを 実 施 す る 。 （ 平 成 26年 度 ・ 平 成 27年

度 ・ 平 成 28年 度 ）  

(G)平 成 26年 11月 に 名古 屋 市 で 開 催 さ れ た「 ESDに 関 す る ユ ネ スコ 世 界 会 議 」 の パ

ー ト ナ ー シ ッ プ 事 業と し て 、 三 重 大 学 が中 心 と な っ て 開 催 した 『 ESD in 三 重  

2014』に お い て 、国際 理 解 (交 流 )他 の ESDプ ロ グ ラ ム を 実 施 した 。特 に 、三 重 大

学 の 練 習 船 「 勢 水 丸」 （ 総 ト ン 数 318ト ン、 国 際 ト ン 数 419ト ン） を 用 い た 海 洋

生 物 多 様 性 学 習 に 国内 外 の ユ ネ ス コ ス クー ル の 学 生・生 徒 約 200名 が 参 加 し 、三

重 大 学 ユ ネ ス コ ス クー ル 学 生 委 員 会 が ファ シ リ テ ー タ ー と して 関 わ る こ と に よ

り 、 国 内 外 の 小 中 高校 生 と の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 図 っ た 。（ 平 成 26年 11月 ）  

(H)ユ ネ ス コ 世 界 遺 産の 「 熊 野 古 道 」 の 歴史 、 文 化 を 知 る ESDプロ グ ラ ム を 構 築 し

、 実 施 す る 。 特 に 、熊 野 市 の ユ ネ ス コ スク ー ル の 木 本 高 校 が実 施 し て い る 英 語

に よ る ガ イ ド 活 動 の充 実 を 図 り 、 グ ロ ーバ ル 人 材 育 成 の グ ッド ・ プ ラ ッ ク テ イ

ス と し て 発 展 さ せ る。 （ 平 成 26年 度 ・ 平成 27年 度 ・ 平 成 28年度 ）  

(I)津 市 の ユ ネ ス コ スク ー ル の 三 重 大 学 教育 学 部 附 属 中 学 校 が毎 年 実 施 し て い る 、

中 国 天 津 師 範 大 学 附属 中 学 校 と の 国 際 理解 （ 教 育 ） プ ロ グ ラム を 発 展 さ せ 、 グ

ロ ー バ ル 人 材 育 成 の有 効 な ツ ー ル と し て活 性 化 す る 。 （ 平 成 26年 度 ・ 平 成 27年

度 ・ 平 成 28年 度 ）  



 

10 

(J)名 張 市 の 9校 の ユネ ス コ ス ク ー ル と 名張 ユ ネ ス コ 協 会 の 協力 を 得 て 、 韓 国 水 原

市 ユ ネ ス コ 協 会 と の連 携 に よ っ て 毎 年 実施 し て い る 、 絵 の 国際 交 流 展 示 会 を ES

Dプ ロ グ ラ ム と し て 発展 さ せ 、 実 施 す る 。（ 平 成 26年 度 ・ 平 成 27年 度 ・ 平 成 28

年 度 ）  

(K)韓 国 水 原 市 が 毎 年実 施 し て い る「 日 韓 青 少 年 環 境 フ ォ ー ラム 」に 、県 内 の ユ ネ

ス コ ス ク ー ル が 積 極的 に 参 加 し 、 国 際 理解 （ 交 流 ） の 仕 組 みを 構 築 し 、 運 営 す

る 。 （ 平 成 26年 度 ・平 成 27年 度 ・ 平 成 28年 度 ）  

(L)三 重 県 内 唯 一 の ユネ ス コ ス ク ー ル 大 学の 三 重 大 学 が 中 心 とな っ て 、中 国 江 蘇 大

学 ・ タ イ チ ェ ン マ イ大 学 ・ イ ン ド ネ シ アボ ゴ ル 農 科 大 学 と の連 携 で 毎 年 開 催 す

る 「 ３ 大 学 国 際 ジ ョイ ン ト セ ミ ナ ー ＆ シン ポ ジ ウ ム 」 に 、 三重 大 学 ユ ネ ス コ ス

ク ー ル 学 生 委 員 会 の学 生 を 多 数 参 加 さ せ、 地 域 に 根 ざ し 、 世界 に 通 用 す る グ ロ

ー バ ル 人 材 を 育 成 する 。 （ 平 成 26年 度 ・平 成 27年 度 ・ 平 成 28年 度 ）  

(M)三 重 大 学 の 留 学 生を ユ ネ ス コ ス ク ー ル学 生 委 員 会 へ 加 入 させ 、三 重 県 の 環 境 や

文 化 遺 産 な ど に つ いて 多 言 語 の 資 料 を 作成 し 、 世 界 へ 情 報 発信 す る 。 （ 平 成 26

年 度 ・ 平 成 27年 度 ・平 成 28年 度 ）  

②ユネスコスクール以外の学校での ESD活動の実施  

(A)松 阪 市 の 松 名 瀬 干潟 は 、渡 り 鳥 の 渡 来地 や 動 植 物 の 豊 富 な干 潟 で あ る 。申 請 時

（ 平 成 26年 4月 ）に、松 阪 市 の ユ ネ ス コ スク ー ル は ゼ ロ で あ るが 、松 阪 市 松 名 瀬

干 潟 を モ デ ル 地 域 とす る 、 陸 と 海 で の 生物 多 様 性 保 全 活 動 を行 い 、 三 重 県 ・ 松

阪 市 ・ 松 阪 ユ ネ ス コ協 会 と の 連 携 に よ って 松 阪 市 内 の 小 中 高校 で の ユ ネ ス コ ス

ク ー ル 登 録 を 目 指 す。 （ 平 成 26年 度 ・ 平成 27年 度 ・ 平 成 28年度 ）  

(B)亀 山 市 関 宿 は 、日 本 の 歴 史 や 文 化 を 知る 貴 重 な 文 化 遺 産 を有 す る 地 域 で あ る が

、申 請 時（ 平 成 26年 4月 ）に 、亀 山 市 内 の小 中 高 校 で の ユ ネ スコ ス ク ー ル は ゼ ロ

で あ る 。 亀 山 市 教 育委 員 会 及 び 亀 山 ユ ネス コ 協 会 と 連 携 し なが ら 、 亀 山 市 内 の

小 中 高 校 で の ユ ネ スコ ス ク ー ル 登 録 を 目指 す 。 （ 平 成 26年 度・ 平 成 27年 度 ・ 平

成 28年 度 ）  

(C)海 女 文 化 及 び 里 海な ど 、 文 化 遺 産 と 海の 生 物 多 様 性 保 全 の ESDプ ロ グ ラ ム が 期

待 さ れ て い る 鳥 羽 市と 志 摩 市 の 小 中 高 校に お い て 、 申 請 時 （平 成 26年 4月 ） に 、

ユ ネ ス コ ス ク ー ル はゼ ロ で あ る が 、 海 の博 物 館 及 び 三 重 県 総合 博 物 館 、 斎 宮 歴

史 博 物 館 と 連 携 し なが ら 、 鳥 羽 市 と 志 摩市 内 の 小 中 高 校 で のユ ネ ス コ ス ク ー ル

登 録 を 目 指 す 。 （ 平成 26年 度 ・ 平 成 27年度 ・ 平 成 28年 度 ）  

(D) 三 重 大 学 で 毎 年開 催 さ れ る 「 三 重 大学 ユ ネ ス コ ス ク ー ル研 修 会 ・ シ ン ポ ジ ウ

ム 」 に 、 ユ ネ ス コ スク ー ル 登 録 を 目 指 す小 中 高 校 の 教 員 や 学生 を 招 聘 し 、 ユ ネ

ス コ ス ク ー ル 活 動 につ い て 理 解 さ せ 、 それ ぞ れ の 学 校 の 特 色を 活 か し た ユ ネ ス

コ ス ク ー ル 活 動 が スタ ー ト で き る よ う コー デ ィ ネ ー タ ー が 中心 と な っ て 支 援 す

る 。 （ 平 成 26年 度 ・平 成 27年 度 ・ 平 成 28年 度 ）  

(E) 平 成 26年 11月 に名 古 屋 市 で 開 催 さ れた「 ESDに 関 す る ユ ネス コ 世 界 会 議 」の パ

ー ト ナ ー シ ッ プ 事 業と し て 、 三 重 大 学 が中 心 と な っ て 開 催 した 『 ESD in 三 重  

2014』に お い て 、国際 理 解 (交 流 )他 の ESDプ ロ グ ラ ム を 実 施 した 。特 に 、海 洋 生

物 多 様 性 学 習 に 国 内外 の ユ ネ ス コ ス ク ール の 学 生・生 徒 約 200名 が 参 加 し 、三 重

大 学 ユ ネ ス コ ス ク ール 学 生 委 員 会 が フ ァシ リ テ ー タ ー と し て関 わ る こ と に よ り

、 国 内 外 の 小 中 高 校生 と の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 図 っ た 。 （平 成 26年 11月 ）  

③社会教育施設、青少年教育施設等との連携  

(A)三 重 県 内 の 企 業（（ 株 ）光 機 械 製 作 所・万 協 製 薬（ 株 ）・（ 株 ）中 部 電 力・シ

ャ ー プ（ 株 ）亀 山 工場・シ ャ ー プ (株 )三重 工 場・ (株 )東 産 業）が CSR活 動 と し て
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地 域 の NPOや 団 体 と の協 働 で 実 施 し て い るエ ネ ル ギ ー 環 境 教 育を 中 心 と す る ESD

プ ロ グ ラ ム を 実 施 する 。 （ 平 成 26 年 度 ・平 成 27年 度 ・ 平 成 28年 度 ）  

(B)海 の 博 物 館 を 中 心と す る 海 女 文 化 、三 重 県 総 合 博 物 館 を 中 心と す る 陸 や 海 の 環

境 と 生 物 （ 人 間 ） との 営 み 、 斎 宮 歴 史 博物 館 を 中 心 と す る 歴史 文 化 、 公 益 法 人

三 重 県 環 境 保 全 事 業団 （ 三 重 県 地 球 温 暖化 防 止 活 動 推 進 セ ンタ ー ） を 中 心 と す

る 地 球 温 暖 化 防 止 、 NPO 法 人 亀 山 市 総 合 環境 研 究 セ ン タ ー 、 亀山 ユ ネ ス コ 協 会

、 松 阪 ユ ネ ス コ 協 会、 名 張 ユ ネ ス コ 協 会を 中 心 と す る 文 化 財保 全 、 企 業 等 と の

連 携 に よ る 協 働 体 「三 重 ブ ラ ン ド の ユ ネス コ ス ク ー ル コ ン ソー シ ア ム 」 を 構 築

す る 。 コ ン ソ ー シ アム を 通 じ て 、 環 境 、エ ネ ル ギ ー 、 防 災 、生 物 多 様 性 保 全 、

地 球 温 暖 化 防 止 、国際 理 解（ 交 流 ）、文化 財 保 全 な ど の ESD教育 プ ロ グ ラ ム を 実

施 す る の と 同 時 に 、ユ ネ ス コ ス ク ー ル 及び ユ ネ ス コ ス ク ー ルへ 登 録 準 備 を 行 っ

て い る 三 重 県 内 全 市の 小 中 高 校 を 支 援 する 。（ 平 成 26年 度・平 成 27年 度・平 成 2

8年 度 ）  

④コンソーシアムの活動で得られた成果を地域の内外で共有するための「成

果発表会」（年 1回程度）等  

(A)毎 年 2月 頃 、 三 重大 学 を 拠 点 に 「 三 重ユ ネ ス コ ス ク ー ル 研修 会 ／ シ ン ポ ジ ウ ム

」を 開 催 す る。三 重大 学 は 、2009年 8月 に三 重 県 唯 一 の 大 学 とし て ユ ネ ス コ ス ク

ー ル に 登 録 し 、 毎 年 1月 〜 2月 に 成 果 発 表 会を 開 催 し て い る 。 特に 、 2010年 10月

の 国 連 生 物 多 様 性 第 10回 締 約 国 会 議 (COP10)の パ ー ト ナ ー シ ッ プ事 業 と し て 『 C

OP 10 in 三 重 』 を 企画 、 開 催 し 、 ア ジ ア・ 太 平 洋 地 域 か ら 200名 の 小 中 高 大 学

生 を 招 聘 し 、 ユ ネ スコ ス ク ー ル 活 動 を 行っ た 。 毎 年 の 成 果 発表 会 に は 、 文 部 科

学 省 ・ 公 益 財 団 法 人ユ ネ ス コ ・ ア ジ ア 文化 セ ン タ ー (ACCU)・社 団 法 人 日 本 ユ ネ

ス コ 協 会 連 盟 、 三 重大 学 と 国 際 交 流 協 定を 結 ん で い る 諸 大 学の 関 係 者 を 基 調 講

演 や 記 念 講 演 、 ア ドバ イ ザ ー と し て 招 聘し 、 他 県 や 日 本 全 国、 海 外 と の 交 流 を

図 っ て き た そ の ノ ウハ ウ を 活 か し 、 本 事業 を 進 め る 。 （ 平 成 26年 度 ・ 平 成 27年

度 ・ 平 成 28年 度 ）  

成 果 発 表 に は 、 次 の項 目 を 含 め る 。  

・ 国 内 外 の ユ ネ ス コス ク ー ル と の 交 流 の事 例 発 表  

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ル以 外 の 学 校 で の ESD活動 の 実 施 事 例 発 表  

・ 社 会 教 育 施 設 、 青少 年 教 育 施 設 等 と の連 携 し た 事 例 発 表  

・ 先 進 的 な 取 組 を する 国 内 外 の ユ ネ ス コス ク ー ル の 活 動 実 績を ﾘｻｰﾁし て 発 表  

・最 終 年 度 (平 成 28年度 )は ､3年 間 の 成 果 と次 年 度 以 降 の 実 施 計画 に つ い て 発 表  

(B)毎 年 2月 に 、 和 文と 英 文 （ 概 要 版 ） の成 果 報 告 書 を 発 行 する 。  

(C)成 果 に つ い て は 、随 時 HPへ ア ッ プ す る。 （ 英 文 ・ 和 文 ）  

⑤都道府県教育委員会との連携  

※  都 道 府 県 教 育 委 員 会が コ ン ソ ー シ ア ム の構 成 団 体 で な い 場 合で も 行 う 。  

(A)三 重 県 教 育 委 員 会は 、産 官 学 民 と の 協働 体（ 三 重 ブ ラ ン ドの ユ ネ ス コ ス ク ー ル

コ ン ソ ー シ ア ム ） のメ ン バ ー で あ る 。 なお 、 本 事 業 の 最 終 年度 （ 平 成 28年 度 ）

に は 、 三 重 県 内 自 治体 の 14の 全 市 の 小 中高 校 か ら の ユ ネ ス コス ク ー ル 登 録 を 目

指 し て い る こ と か ら、 各 自 治 体 の 教 育 委員 会 と の 連 携 も 図 る。 （ 平 成 26年 度 ・

平 成 27年 度 ・ 平 成 28年 度 ）  

(B)当 初 企 画 時 （ H26.4） に 申 請 手 続 き 中 であ っ た 津 市 の セ ン トヨ ゼ フ 女 子 学 園 （

中 高 一 貫 校 ）が 、ユネ ス コ ス ク ー ル に 登録 (H27.1)さ れ た 。今後 、高 校 の ユ ネ ス

コ ス ク ー ル 登 録 が 増え る こ と が 予 想 さ れる こ と か ら も 三 重 県教 育 委 員 会 と の 密

接 な 連 携 は ま す ま す重 要 視 さ れ る 。 （ 平成 26年 度 ・ 平 成 27年度 ・ 平 成 28年 度 ）  
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（２）平成２７年度事業の内容  

※（１）事業の全体構想（３か年計画）の中での位置付け、事業の各活動につい

ての実施時期も含め、できるだけ具体的に明記ください。  

※ 2年目の団体については ､1年目の実績や成果 ､課題等を踏まえ ､記入ください ｡ 

 

 平 成 27年 度 は 、 コン ソ ー シ ア ム 団 体 との 連 携 を 一 層 緊 密 にす る 。 特 に 、 県 ・ 市

教 育 委 員 会 と の 連 携を 進 め 、ユ ネ ス コ スク ー ル 登 録 の な い 市に お い て 、ESDや ユ ネ

ス コ ス ク ー ル の 意 義、 登 録 に 必 要 な 事 項に つ い て の 理 解 を 深め る 機 会 を 設 け る 。

 こ れ ら に よ り 、 ユネ ス コ ス ク ー ル へ の登 録 の な い 市 で の ユネ ス コ ス ク ー ル へ の

登 録 ・ 申 請 を 目 指 す。 な か で も 、 四 日 市市 、 亀 山 市 、 松 阪 市、 伊 勢 市 、 鳥 羽 市 、

志 摩 市 を 重 点 活 動 地域 と し て 事 業 を 推 進す る 。 ま た 、 近 隣 のコ ン ソ ー シ ア ム 団 体

と 緊 密 な 連 携 を 図 るこ と で 、 「 三 重 ブ ラン ド の ユ ネ ス コ ス クー ル コ ン ソ ー シ ア ム

事 業 」 の さ ら な る 発展 を 図 る 。  

ユ ネ ス コ ス ク ー ル 及び コ ン ソ ー シ ア ム 構成 団 体 と の 連 携 に よる 交 流 ・ 活 動 は 引

き 続 き 実 施 す る 。  

 

①国内外のユネスコスクールとの交流  

(A)三 重 県 内 15校 の ユネ ス コ ス ク ー ル の 交流 機 会 を 創 出 す る ため に 、「 三 重 大 学 ユ

ネ ス コ ス ク ー ル 研 修会・シ ン ポ ジ ウ ム 」を 平 成 28年 1月 に 開 催し 、各 学 校 で 行 っ

て い る ユ ネ ス コ ス クー ル 活 動 の 情 報 共 有を 図 る 。 ま た 、 海 外の 先 進 事 例 や 地 域

特 性 の 事 例 な ど を 交流 材 料 と す る た め に、 海 外 の 交 流 団 体 （韓 国 、 中 国 、 タ イ

、 イ ン ド ネ シ ア 、 アメ リ カ 、 ロ シ ア な ど） と イ ン タ ー ネ ッ ト上 で の 情 報 交 換 を

行 い 、 今 後 の ユ ネ スコ ス ク ー ル の 拡 大 につ な げ て い く 。  

(B)ユ ネ ス コ ス ク ー ルネ ッ ト ワ ー ク (ASPNet)及 び ユ ネ ス コ ス ク ール 大 学 間 ネ ッ ト

ワ ー ク (ASPUnivNet)と の 連 携 を 強 化 し 、三 重 県 の み な ら ず 、全 国 的 な ユ ネ ス コ

ス ク ー ル 活 動 の 拡 大や 質 的 向 上 を 図 る ため の 協 力 体 制 を 整 え、 協 力 す る 。  

(C)〔 生 物 多 様 性 〕 ：準 備 7月 と 10月 、 実 施 8月 と 11月  

ラ ム サ ー ル 条 約 の 登録 を 目 指 す た め 、 松名 瀬 干 潟 に お け る 生物 多 様 性 に 関 連 し

た ESDプ ロ グ ラ ム を 、三 重 大 学 、 県 内 ユ ネス コ ス ク ー ル 加 盟 校  、 三 重 県 、 松 阪

市 、 松 阪 ユ ネ ス コ 協会 、 ト ヨ タ 自 動 車 及び 伊 勢 新 聞 を 含 め た企 業 な ど 産 官 学 民

連 携 に よ り 8月 と 11月に 実 施 し 、 登 録 へ の機 運 を 醸 成 す る 。  

(D)〔 エ ネ ル ギ ー 学 習〕 ／ 〔 気 候 変 動 〕 ：検 討 開 始 5月 ～ 、 実 施 11月  

県 内 の ユ ネ ス コ ス クー ル な ど を 対 象 に 、電 力 供 給 の 仕 組 み 、再 生 可 能 エ ネ ル ギ

ー な ど 実 践 的 エ ネ ルギ ー 教 育 の ESDプ ロ グラ ム を 、中 部 電 力 など 企 業 と 連 携 し て

構 築 し ､実 施 す る  

(E)〔 世 界 遺 産 や 地 域の 文 化 財 等 に 関 す る学 習 〕／〔 国 際 理 解学 習 〕：検 討 6月～  

三 重 オ リ ジ ナ ル の 海女 文 化 を テ ー マ に 、鳥 羽 市 及 び 志 摩 市 をモ デ ル 地 域 と し て

設 定 し 、 平 成 26年 度に 海 の 博 物 館 及 び 三重 県 総 合 博 物 館 、 斎宮 歴 史 博 物 館 と 連

携 し て 構 築 ・ 実 施 した ESDプ ロ グ ラ ム の さら な る 見 直 し を 図 り、 ESDプ ロ グ ラ ム

と し て 平 準 化 す る 。  

(F)〔 環 境 学 習 〕 ／ 〔国 際 理 解 学 習 〕 ／ 〔防 災 学 習 〕 ： 検 討 5月～  

文 化 と 産 業 を テ ー マに 、 亀 山 市 関 宿 を モデ ル 地 域 と し て 設 定し 、 平 成 26年 度 に

亀 山 ユ ネ ス コ 協 会 、「 NPO関 宿 」、亀 山 市総 合 環 境 研 究 セ ン ター と 連 携 し て 構 築

し た ESDプ ロ グ ラ ム のさ ら な る 見 直 し を 図り 、亀 山 市 及 び 亀 山市 教 育 委 員 会 と も

連 携 し 、 総 合 的 な 教育 プ ロ グ ラ ム と し て体 系 化 す る 。  
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(G)〔 環 境 学 習 〕／〔 国 際 理 解 学 習 〕／〔 生 物 多 様 性 〕／〔 エ ネ ル ギ ー 学 習 〕／〔

気 候 変 動 〕 ／ 〔 防 災学 習 〕 ／ 〔 世 界 遺 産や 地 域 の 文 化 財 等 に関 す る 学 習 〕 ： 準

備 4月 ～ 6月 ､実 施 7〜 9月  

平 成 26年 度 に 三 重 県内 小 中 高 校 生 及 び 支援 学 校 の 生 徒 を 対 象に 実 施 し た 『 環 境

コ ン テ ス ト 』を 、平成 27年 度 も 継 続 し て実 施 し 、小 中 高 校 及び 支 援 学 校 へ の ESD

に 関 す る 意 識 啓 発 を行 う と 共 に 日 頃 の 取組 み を 発 表 す る 機 会を 提 供 し 、 交 流 を

図 る 。  

(H)〔 世 界 遺 産 や 地 域の 文 化 財 等 に 関 す る学 習 〕 ： 検 討 5月 〜 、実 施 8月 ～  

ユ ネ ス コ 世 界 遺 産 の「 熊 野 古 道 」 の 歴 史、 文 化 を テ ー マ に 、ユ ネ ス コ ス ク ー ル

で あ る 木 本 高 校 （ 熊野 市 ） と 連 携 し 、 同校 が 実 施 し て い る 英語 に よ る ガ イ ド 活

動 を ベ ー ス に 充 実 ・発 展 さ せ 、 ESDプ ロ グラ ム と し て 構 築 し 、実 施 す る 。  

(I)〔 国 際 理 解 学 習 〕： プ ロ グ ラ ム 見 直 し 4月 ～  

津 市 の ユ ネ ス コ ス クー ル で あ る 三 重 大 学教 育 学 部 附 属 中 学 校が 実 施 し て い る 、

中 国 天 津 師 範 大 学 附属 中 学 校 と の 国 際 理解 （ 教 育 ） プ ロ グ ラム の 発 展 の た め の

さ ら な る 見 直 し と 再構 築 を 行 う 。  

(J)〔 国 際 理 解 学 習 〕： 検 討 継 続 ～  

名 張 市 内 の ユ ネ ス コス ク ー ル （ ８ 校 ） が名 張 ユ ネ ス コ 協 会 の協 力 を 得 て 、 韓 国

水 原 市 の ユ ネ ス コ スク ー ル と 実 施 し て いる 、 絵 の 国 際 交 流 展示 会 を 発 展 さ せ て

、 ESDプ ロ グ ラ ム と して 構 築 す る こ と に つい て 、 継 続 し て 検 討を 行 う 。  

(K)〔 国 際 理 解 学 習 〕： 検 討 継 続 ～  

韓 国 水 原 市 が 毎 年 実施 し て い る 「 日 韓 青少 年 水 環 境 フ ォ ー ラム 」 へ の 三 重 県 内

の ユ ネ ス コ ス ク ー ルの 参 加 を 段 階 的 に 促す と 共 に 、 国 際 理 解（ 交 流 ） の 仕 組 み

づ く り に つ い て 継 続し て 検 討 を 行 う 。  

(L)〔 国 際 理 解 学 習 〕： 検 討 開 始 6月 ～ 、 実施 11月 ～ 3月  

三 重 大 学 ・ 中 国 江 蘇大 学 ・ タ イ チ ェ ン マイ 大 学 と の 連 携 し 国際 交 流 を 兼 ね た 論

文 発 表 会 を 目 的 に 開催 す る 「 ３ 大 学 国 際ジ ョ イ ン ト セ ミ ナ ー＆ シ ン ポ ジ ウ ム 」

に お い て 、 平 成 27年度 も 引 き 続 き 、 三 重大 学 ユ ネ ス コ ス ク ール 学 生 委 員 会 の 学

生 を 参 加 さ せ る こ とを 検 討 す る 。  

(M)〔 そ の 他 関 連 す る学 習 〕 ： 呼 掛 け 開 始 6月 ～ 準 備 7月 か ら 10月、 実 施 11月  

三 重 大 学 の 留 学 生 に対 し て 、 ユ ネ ス コ スク ー ル 学 生 委 員 会 への 加 入 の 呼 び 掛 け

を 行 い 、三 重 県 の 環境 や 文 化 遺 産 、ユ ネス コ ス ク ー ル 活 動 、 ESDに 関 す る 情 報 な

ど に つ い て 多 言 語 の資 料 を 作 成 し 、 ホ ーム ペ ー ジ を 通 じ て 世界 に 発 信 す る 。  

②ユネスコスクール以外の学校での ESD活動の実施  

ユ ネ ス コ ス ク ー ル 以外 の 学 校 に 対 し て も、 「 ① 国 内 外 の ユ ネス コ ス ク ー ル と

の 交 流 」で 実 施（ 記載 し た ）す る ESD活 動を 基 本 に 展 開 す る 。平 成 27年 度 は 地 域

と の 連 携 を 緊 密 に し、 現 在 ユ ネ ス コ ス クー ル 登 録 を 進 め つ つあ る 四 日 市 市 、 亀

山 市 、 松 阪 市 、 伊 勢市 、 鳥 羽 市 、 志 摩 市を 重 点 活 動 地 域 と して 実 施 を す る 。  

(A)〔 国 際 理 解 学 習 〕／ 〔 環 境 学 習 〕 ： 準備 7月 ～ 10月 、 実 施 11月  

松 阪 市 松 名 瀬 干 潟 をモ デ ル 地 域 と す る 、陸 と 海 で の 生 物 多 様性 保 全 活 動 と 生 物

多 様 性 に 関 連 し た ESDプ ロ グ ラ ム を 三 重 県・松 阪 市・松 阪 ユ ネス コ 協 会・企 業 と

の 連 携 に よ り 実 施 し ､松 阪 市 内 の 小 中 高 校で の ユ ネ ス コ ス ク ール 登 録 を 目 指 す 。 

(B) 〔 環 境 学 習 〕 ／〔 国 際 理 解 学 習 〕 ／〔 防 災 学 習 〕 ： プ ログ ラ ム 構 築 5月 ～  

ユ ネ ス コ ス ク ー ル 登録 を 目 指 す 亀 山 市 内の 小 学 校 を モ デ ル ケー ス に 、 亀 山 市 教

育 委 員 会 及 び 亀 山 ユネ ス コ 協 会 、「 NPO関宿 」、亀 山 市 総 合 環境 研 究 セ ン タ ー と

連 携 し て 各 校 の ESDプロ グ ラ ム の 充 実 を 図り 、亀 山 市 内 の 小 中高 校 で の ユ ネ ス コ
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ス ク ー ル 登 録 を 促 進す る 。  

(C)〔 世 界 遺 産 や 地 域の 文 化 財 等 に 関 す る学 習 〕 ／ 〔 国 際 理 解学 習 〕  

:体 制 整 備 8月 ～  

海 女 文 化 及 び 里 海 など 、文 化 遺 産 と 海 の生 物 多 様 性 保 全 を テー マ と す る ESDプ ロ

グ ラ ム を 、 海 の 博 物館 、 三 重 県 総 合 博 物館 及 び 斎 宮 歴 史 博 物館 と の 連 携 に よ り

、 鳥 羽 市 と 志 摩 市 で行 い 、 鳥 羽 市 と 志 摩市 内 の 小 中 高 校 で のユ ネ ス コ ス ク ー ル

登 録 を 目 指 す 。  

(D)〔 環 境 学 習 〕／〔 国 際 理 解 学 習 〕／〔 生 物 多 様 性 〕／〔 エ ネ ル ギ ー 学 習 〕／〔

気 候 変 動 〕 ／ 〔 防 災学 習 〕 ／ 〔 世 界 遺 産や 地 域 の 文 化 財 等 に関 す る 学 習 〕 ： 準

備 10月 〜 、 実 施 28年 1月  

三 重 大 学 で 毎 年 開 催さ れ る ｢三 重 大 学 ユ ネス コ ス ク ー ル 研 修 会・ シ ン ポ ジ ウ ム ｣

に ユ ネ ス コ ス ク ー ル登 録 を 目 指 す 小 中 高校 の 教 員 や 学 生 を 招聘 し 、 ユ ネ ス コ ス

ク ー ル 活 動 に つ い て理 解 を 深 め 、 そ れ ぞれ の 学 校 の 特 色 を 活か し た ユ ネ ス コ ス

ク ー ル 活 動 が ス タ ート で き る よ う コ ー ディ ネ ー タ ー が 中 心 とな っ て 支 援 す る 。  

(E)〔 環 境 学 習 〕／〔 国 際 理 解 学 習 〕／〔 生 物 多 様 性 〕／〔 エ ネ ル ギ ー 学 習 〕／〔

気 候 変 動 〕 ／ 〔 防 災学 習 〕 ／ 〔 世 界 遺 産や 地 域 の 文 化 財 等 に関 す る 学 習 〕 ／ 〔

そ の 他 関 連 す る 学 習〕 ： 準 備 4月 ～ 6月 、実 施 7〜 9月  

平 成 26年 度 に 三 重 県内 小 中 高 校 生 及 び 支援 学 校 の 児 童 ・ 生 徒を 対 象 に 実 施 し た

『 環 境 コ ン テ ス ト 』を 、 平 成 27年 度 も 継続 し て 実 施 し 、 小 中高 校 及 び 支 援 学 校

へ の ESDに 関 す る 意 識啓 発 を 行 う と 共 に 日頃 の 取 組 み を 発 表 する 機 会 を 提 供 し 、

交 流 を 図 る 。  

③社会教育施設、青少年教育施設等との連携  

社 会 教 育 施 設 等 の 連携 は「 ② ユ ネ ス コ スク ー ル 以 外 の 学 校 での ESD活 動 の 実 施

」 で 実 施 す る ESD活 動を 推 進 す る た め に 、引 き 続 き ユ ネ ス コ スク ー ル 活 動 、 ESD

プ ロ グ ラ ム と し て の連 携 先 と し て 社 会 教育 施 設 に 加 え 、 産 業界 （ 企 業 ） と 連 携

し た ESDプ ロ グ ラ ム の構 築 行 う  

(A)産 業 界 と の 連 携 の強 化 ：  

三 重 県 内 の 企 業 （ （株 ） 光 機 械 製 作 所 ・万 協 製 薬 （ 株 ） ・ (株 )東 産 業 ・ （ 株 ）

中 部 電 力・シ ャ ー プ（ 株 ）亀 山 工場・シ ャ ー プ（ 株 ）三 重 工場 ）が CSR活 動 と し

て 実 施 で き る エ ネ ルギ ー 環 境 教 育 を 中 心と す る ESDプ ロ グ ラ ムの 検 討 を 継 続 し

て 行 い 、 実 施 体 制 が整 っ た 企 業 に お い て試 行 的 に 実 施 す る 。  

(B)社 会 教 育 施 設 等 との 支 援 体 制 の 構 築 ：  

海 の 博 物 館 、 三 重 県総 合 博 物 館 、 斎 宮 歴史 博 物 館 、 四 日 市 公害 と 環 境 未 来 館 、

公 益 法 人 三 重 県 環 境保 全 事 業 団（ 三 重 県地 球 温 暖 化 防 止 活 動推 進 セ ン タ ー ）、 N

PO 法 人 亀 山 市 総 合 環境 研 究 セ ン タ ー 、 亀山 ユ ネ ス コ 協 会 、 松阪 ユ ネ ス コ 協 会 、

名 張 ユ ネ ス コ 協 会 と企 業 等 と の 連 携 に より 創 設 し た 協 働 体 「三 重 ブ ラ ン ド の ユ

ネ ス コ ス ク ー ル コ ンソ ー シ ア ム 」 を 基 盤と し 、 ユ ネ ス コ ス クー ル 及 び ユ ネ ス コ

ス ク ー ル へ 登 録 準 備を 行 っ て い る 三 重 県内 全 市 の 小 中 高 校 の ESD教 育 プ ロ グ ラ

ム の 支 援 に つ い て 検討 を 開 始 す る 。  

(C)社 会 教 育 施 設 等 との 連 携 ：  

平 成 27年 3月 21日 に 開館 し た 四 日 市 公 害 と環 境 未 来 館 と の 連 携に よ り 、公 開 講 座

を 実 施 す る 。 四 日 市公 害 を 知 ら な い 小 ・中 ・ 高 ・ 大 学 生 及 び一 般 に 対 し て 、 四

日 市 公 害 の 過 去 ・ 現在 ・ 未 来 に つ い て 学習 す る こ と に よ り 、環 境 学 習 ・ エ ネ ル

ギ ー 学 習 ・ 生 物 多 様性 等 に つ い て の 理 解を 深 め る こ と に よ り、 四 日 市 市 で の ユ

ネ ス コ ス ク ー ル 登 録を 目 指 す 。  
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④コンソーシアムの活動で得られた成果を地域の内外で居有するための  

「成果発表会」（年 1回程度）等  

(A)平 成 28年 1月 三 重大 学 を 拠 点 に 「 三 重大 学 ユ ネ ス コ ス ク ール 研 修 会 ／ シ ン ポ ジ

ウ ム 」 を 開 催 し て 、平 成 27年 度 の 成 果 発表 を 行 う 。  

成 果 発 表 に は 、 次 の項 目 を 含 め る 。  

・ 国 内 外 の ユ ネ ス コス ク ー ル と の 交 流 の事 例 発 表  

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ル以 外 の 学 校 で の ESD活動 の 実 施 事 例 発 表  

・ 社 会 教 育 施 設 、 青少 年 教 育 施 設 等 と の連 携 し た 事 例 発 表  

・ 先 進 的 な 取 組 を する 国 内 外 の ユ ネ ス コス ク ー ル の 活 動 実 績を ﾘｻｰﾁし て 発 表  

(B)和 文 と 英 文 の 成 果報 告 書 を 発 行 す る （平 成 28年 2月 頃 ） 。  

(C)活 動 の 成 果 に つ いて 、三 重 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ 内 に 開 設 さ れた 本 取 組 の 成 果 を

公 表 す る サ イ ト に て随 時 公 開 す る 。 （ 英文 ・ 和 文 ）  

⑤都道府県教育委員会との連携  

 (A)三 重 県 教 育 委 員会 は 、 産 官 学 民 の 協働 体 「 三 重 ブ ラ ン ドの ユ ネ ス コ ス ク ー ル

コ ン ソ ー シ ア ム 」の メ ン バ ー と し て 構 成さ れ て お り 、本 取 組 に 関 し て も 連 携 し

た 事 業 を 展 開 す る 。な お 、本 事 業 の 最 終 年 度（ 平 成 28年 度 ）に は 、三 重 県 内自

治 体 の 14の 全 市 の 小中 高 校 か ら の ユ ネ スコ ス ク ー ル 登 録 を 目指 し て い る た め 、

中 間 年 で あ る 平 成 27年 度 は さ ら に 三 重 県教 育 委 員 会 と 緊 密 に連 携 し 、ユ ネ ス コ

ス ク ー ル の 登 録 校 がな い 県 内 各 市 の 教 育委 員 会 へ の ユ ネ ス コス ク ー ル 及 び ESD

に 関 す る 情 報 の 周 知・ 広 報 を 連 携 し て 行い 、 意 識 を 喚 起 す る。  

(B)三 重 県 で は 、 少 子高 齢 化 に 加 え て 、 若者 の 都 市 へ の 流 出 に歯 止 め が か か ら ず 、

持 続 可 能 な 地 域 づ くり に お け る 教 育 の 果た す 役 割 に 期 待 が かか っ て い る 。 今 後

、小・中・高・大 学が 連 携 し て 持 続 可 能な 社 会 づ く り の 担 い手 を 育 て る 教 育（ E

SD） を 推 進 し て い くこ と に つ い て 、 県 域の パ ー ト ナ ー で あ る三 重 県 教 育 委 員 会

と の 密 接 な 連 携 が ます ま す 重 要 と な っ てい る 。  
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４．事業実施体制と各構成団体の役割・活動内容（３か年）  

構成団体名  役割・活動内容  

国立大学三重大学  

 

・ 本 事 業 の 統 括  

・ ESDコ ー デ ィ ネ ー ター 設 置  

・ 産 官 学 民 と の 協 働体「三重ブランドのユネスコスクー

ルコンソーシアム」の 創 設 ・ 運 営 ・ 管 理  

・ 『 ESD in 三 重  2014』 の 実 施 （ 平 成 26年 11月 ）  

・ 三 重 県 内 の 全 市 での ユ ネ ス コ ス ク ー ルの 拡 大 ・ 連 携  

交 流  

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ルモ デ ル 事 業 （ 松 名 瀬干 潟 ／ 亀 山 市 関

宿 ／ 鳥 羽 市 ・ 志 摩 市の 海 女 文 化 ） の 展 開  

・ グ ロ ー バ ル 人 材 育成 の ESDプ ロ グ ラ ム の開 発 ・ 運 営  

・ ア ジ ア 諸 国 と の 国際 連 携 事 業 の 展 開  

・ 成 果 報 告 会 の 開 催（ 年 1回 ）  

・ 報 告 書 作 成 （ 和 文・ 英 文 ）  

・ HPの 構 築 ・ 運 営 （和 文 ・ 英 文 ）  

＊県・市教育委員会等  

三 重 県 教 育 員 会  

桑 名 市 教 育 委 員 会  

鈴 鹿 市 教 育 委 員 会  

松 阪 市 教 育 委 員 会  

名 張 市 教 育 委 員 会  

津 市 教 育 委 員 会  

四 日 市 市 教 育 委 員 会  

亀 山 市 教 育 委 員 会  

伊 勢 市 教 育 委 員 会  

い な べ 市  

四 日 市 市  

亀 山 市  

伊 賀 市  

伊 勢 市  

鳥 羽 市  

志 摩 市  

尾 鷲 市  

熊 野 市  

 

・ 三 重 県 内 の 全 市 での ユ ネ ス コ ス ク ー ルの 拡 大 ・ 質 的 向

上 の 全 面 的 支 援  

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ルモ デ ル 事 業 （ 松 名 瀬干 潟 ／ 亀 山 市 関

宿 ／ 鳥 羽 市 ・ 志 摩 市の 海 女 文 化 ） の 全 面的 支 援  

・ グ ロ ー バ ル 人 材 育成 の ESDプ ロ グ ラ ム への 全 面 的 支 援  

 

＊ユネスコ協会等  

日 本 ユ ネ ス コ 連 盟  

三 重 県 ユ ネ ス コ 連 絡協

議 会  

亀 山 ユ ネ ス コ 協 会  

名 張 ユ ネ ス コ 協 会  

松 阪 ユ ネ ス コ 協 会  

 

 

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ルモ デ ル 事 業 （ 松 名 瀬干 潟 ／ 亀 山 市 関

宿 ／ 鳥 羽 市 ・ 志 摩 市の 海 女 文 化 ） の 全 面的 協 力  

・ グ ロ ー バ ル 人 材 育成 の ESDプ ロ グ ラ ム への 全 面 的 協 力  
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＊その他 A 

三 重 県 総 合 博 物 館  

海 の 博 物 館  

斎 宮 歴 史 博 物 館  

四 日 市 公 害 と 環 境 未来 館  

 

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ルモ デ ル 事 業 （ 松 名 瀬干 潟 ／ 亀 山 市 関

宿 ／ 鳥 羽 市 ・ 志 摩 市の 海 女 文 化 ／ 四 日 市公 害 ） の 全 面

的 協 力  

・ 学 び の 場 の 提 供 ／学 芸 員 の 派 遣 ／ 情 報提 供  

＊その他 B 

三 重 県 環 境 保 全 事 業団  

（ 三 重 県 地 球 温 暖 化 防 止  

活 動 推 進 セ ン タ ー ) 

三 重 県 松 阪 地 域  

防 災 総 合 事 務 所  

三 重 県 環 境 整 備 事 業  

共 同 組 合  

伊 勢 湾 再 生 推 進 会 議  

生 活 協 同 組 合  

コ ー プ み え  

亀 山 市 総 合 環 境  

研 究 セ ン タ ー  

 

 

・ 地 球 温 暖 化 防 止 教育 プ ロ グ ラ ム の 全 面的 協 力  

・ 地 球 温 暖 化 防 止 推進 の 派 遣  

・ 省 エ ネ 活 動 の 全 面的 協 力  

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ルモ デ ル 事 業 （ 松 名 瀬干 潟 ／ 鳥 羽 市 ・

志 摩 市 の 海 女 文 化 ）の 全 面 的 支 援  

 

 

・海 の 生 物 多 様 性 ESDプ ロ グ ラ ム の 開 発・実 施 の 全 面 的 支

援  

 

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ルモ デ ル 事 業 (亀 山 市 関宿 )の 全 面 的  

協 力  

・里 山 の 生 物 多 様 性 ESDプ ロ グ ラ ム の 開 発・実 施 の 全 面 的

支 援  

＊民間企業 A 

シ ャ ー プ（ 株 ）亀 山 工場  

シ ャ ー プ（ 株 ）三 重 工場  

中 部 電 力 （ 株 ）  

ユ ニ ー グ ル ー プ・ホ ール

デ ィ ン グ ス (株 ) 

万 協 製 薬 （ 株 ）  

（ 株 ） 光 機 械 製 作 所  

（ 株 ） 東 産 業  

 

・ エ ネ ル ギ ー ESDプ ログ ラ ム の 開 発 ・ 実 施の 全 面 的 協 力  

・ 水 環 境 (海 )ESDプ ログ ラ ム の 開 発 ・ 実 施の 全 面 的 協 力  

・ 講 師 派 遣  

＊民間企業 B 

三 重 テ レ ビ 放 送 （ 株）  

伊 勢 新 聞     

 

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ル活 動 の 報 道  

 

＊海外  

ア ジ ア・太 平 洋 環 境 コン

ソ ー シ ア ム     

３ 大 学 国 際 ジ ョ イ ント

セ ミ ナ ー ＆ シ ン ポ ジウ

ム  

ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域の  

ユ ネ ス コ ス ク ー ル  

韓 国 水 原 市  

中 国 天 津 師 範 大 学  

附 属 中 学 校  

 

 

・ 『 ESD in 三 重  2014』 へ 参 加 （ 平 成 26年 11月 ）  

・ ユ ネ ス コ ス ク ー ルの 国 際 連 携 ・ 交 流 の活 性 化  

・ 英 語 に よ る ESDプ ログ ラ ム 開 発 へ 全 面 的協 力  

・ 成 果 発 表 会 へ 参 加  

・ 多 言 語 に よ る HPの構 築 ・ 運 営  
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５．事業終了後の方策  

※補助事業 終了後も コンソーシ アムの機 能を継続す るための 計画 (財政 的措置も 含

む )についても併せて記入ください。  

（１）業務の継続性  

① 代 表 団 体 の 三 重 大 学 は 、 産 官 学 民 と の 連 携 に よ る 「三重ブランドのユネスコスク

ールコンソーシア ム」の 管 理 責 任 を 持 っ て 継 続 す る 。 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 継 続 雇

用 を 行 う 。  

② ユ ネ ス コ ス ク ー ル加 盟 校 を 含 め 、そ れ以 外 の 学 校 に お い て ESDの 推 進 を 可 能 と する

た め 、補 助 事 業 の 3年 間 で 、学 習 プ ロ グ ラ ム な ど ソ フ ト 面 の コン テ ン ツ を 完 成 さ せ

る 。 ま た 、 大 学 、 国 内 外 の 自 治 体 、 企 業 と の 連 携 に よ る 、 地 域 に 根 ざ し 、 世 界 に

通 用 す る グ ロ ー バ ル人 材 を 育 成 す る 。  

③ 海 外 の ユ ネ ス コ ス ク ー ル と の 国 際 連 携 ・ 交 流 を 積 極 的 に 展 開 し 、 本 事 業 を 国 内 に

留 ま ら ず 国 際 的 に 発 展 で き る よ う 、 本 コ ン ソ ー シ ア ム に 海 外 の メ ン バ ー を 運 営 委

員 と し て 加 え 、 積 極的 に 展 開 す る 。  

④ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー ル と し て 、 HPを 和 文 と 英 文 で 充 実 さ せ 、 リ ア ル タ イ ム

に 情 報 伝 達 を 図 る こと で 、 本 事 業 の 継 続的 発 展 を 図 る 。  

（２）事業終了後の財政的措置  

① 代 表 団 体 と し て 、 継 続 的 に ユ ネ ス コ ス ク ー ル 活 動 が 継 続 で き る よ う 、 既 存 の 三 重

大 学 ユ ネ ス コ ス ク ール 委 員 会 の 予 算 枠 に特 別 財 政 措 置 を 講 じる 。  

② 企 業 （ 株 ） 光 機 械 製 作 所 、 万 協 製 薬 （ 株 ） 、 （ 株 ） 東 産 業 、 （ 株 ） 中 部 電 力 、 シ

ャ ー プ（ 株 ）亀 山 工 場・シ ャ ー プ（ 株 ）三 重 工 場 等 と 協 議 し、企 業 の CSR事 業 の 一

環 と し て 、特 に 、エネ ル ギ ー 教 育 、生 物多 様 性 教 育 、防 災 教育 関 連 の ESDプ ロ グ ラ

ム が 継 続 で き る よ うに 財 政 的 措 置 を 講 じる 。  

③ 三 重 県 及 び 自 治 体 と 協 議 し 、 本 事 業 終 了 後 に お い て も 、 ユ ネ ス コ ス ク ー ル 活 動 が

継 続 で き る よ う に 、重 点 プ ロ ジ ェ ク ト とし て 位 置 づ け 、 財 政的 措 置 を 講 じ る 。  

④ 公 益 法 人 三 重 県 環境 保 全 事 業 団（ 三 重 県 地 球 温 暖 化 防 止 活動 推 進 セ ン タ ー ）及 び N

P O法 人 亀 山 市 総 合 環 境 研 究 セ ン タ ー の 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト と 位 置 づ け 、 特 に 、 地 球

温 暖 化 防 止 、 文 化 など の ESDプ ロ グ ラ ム が継 続 で き る よ う に 財政 的 措 置 を 講 じ る 。 

⑤ 海 の 博 物 館 、 三 重 県 総 合 博 物 館 、 斎 宮 歴 史 博 物 館 等 と の 連 携 に よ っ て 、 重 要 イ ベ

ン ト と し て 年 間 行 事に 組 み 込 み 、 継 続 させ る 。  

⑥ ア ジ ア 諸 国 の ユ ネ ス コ 委 員 会 と 協 議 し 、 国 際 フ ァ ン ド を 獲 得 す る こ と で 本 事 業 終

了 後 に お い て も 継 続的 に 実 施 で き る よ うな 財 政 的 措 置 を 講 じる 。  

６．事業の実施により期待される成果  

次 の 4点 が 期 待 さ れ る 成 果 で あ る 。 (参考資料 ；グローバル人材の 育成に向けた E S D

の推進事業概念図参照 ) 

（ １ ）既 存 の 三 重 県 内 の 4市 の 15校 の ユ ネス コ ス ク ー ル を 拠 点と し な が ら 、三 重 県 内

の 1 4の 全 市 へ の ユ ネ ス コ ス ク ー ル の 拡 大 及 び 連 携 ･交 流 に よ る 質 的 向 上 が 期 待 で

き る 。  

（ ２ ） 環 境 ・ 文 化 ・ 地 域 の 国 際 化 を 図 る 充 実 し た 活 動 内 容 を 活 か す 、 産 官 学 民 と の

協 働 体 「三重ブランドのユネスコスクールコンソーシアム 」 を 形 成 し 、 地 域 で 活

躍 す る 人 材 育 成 が 期待 で き る 。  

（ ３ ） 海 外 、 特 に ア ジ ア ・ 太 平 洋 諸 国 と の 連 携 を 図 る べ く 産 官 学 民 と の 協 働 体 「 三

重ブランドのユネスコスクールコンソーシアム 」 を 発 展 さ せ 、 国 際 連 携 事 業 を 展

開 す る こ と で 、 地 域に 根 ざ し 世 界 に 通 用す る グ ロ ー バ ル 人 材育 成 が 期 待 で き る 。  
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（ ４ ）持 続 発 展 教 育 (ESD)に 関 す る ユ ネ スコ 世 界 会 議 の パ ー トナ ー シ ッ プ 事 業 と して

三 重 大 学 と 産 官 学 民 と の 連 携 に よ る 、 ア ジ ア 諸 国 の ユ ネ ス コ ス ク ー ル 関 連 の 子 ど

も や 青 少 年 に よ る『 ESD in 三 重  2014』（平 成 26年 11月 ）及 び『 ｢ESD in 三 重 201

4 ｣国 際 会 議 』 （ 平 成 26年 1 2月 ） を 実 施 し た 。 こ れ ら の 活 動 に よ り 、 三 重 県 内 の ユ

ネ ス コ ス ク ー ル 加 盟 校 と そ れ 以 外 の 学 校 と の ユ ネ ス コ ス ク ー ル 活 動 の 連 携 ・ 交 流

が 活 性 化 さ れ 、 ESDの量 質 共 の 飛 躍 が 見 込ま れ る 。  

  こ の よ う な 諸 成 果 の シ ナ ジ ー 効 果 に よ り 、 最 終 年 度 に は 三 重 県 が 国 内 外 に 誇 れ

る ユ ネ ス コ ス ク ー ルの 先 進 地 域 と し て 高く 評 価 さ れ る こ と が多 い に 期 待 で き る 。  

 

７．本事業実施に対する事後評価の方針・予定・体制  

（１）三重大学の管理体制（ PDCAサイクル）の適用  

 三 重 大 学 は 、 平 成 19年 1 1月 に 全 国 初 と な る 全 学 一 括 の ISO14001認 証 を 取 得 し て い

る こ と か ら 、す で に環 境 マ ネ ジ メ ン ト シス テ ム (EMS)が 確 実 に適 用 で き て い る 。その

管 理 体 制 （ PDCAサ イ ク ル ） を 適 用 す る 。 年 度 毎 に 、 計 画 （ PLAN） 、 実 施 （ D O） 、 評

価 （ CHECK） 、 見 直 し 改 善 （ A C T） で 運 用 を 進 め る 。 特 に 、 評 価 に お い て 、 内 部 評 価

だ け で な く 、 産 官 学 民 と の 協 働 体 「 三重ブランドのユネスコスクール コンソーシア

ム 」 に よ る 外 部 評 価 も 年 度 毎 に 実 施 を す る 。 内 部 評 価 及 び 外 部 評 価 は 、 H Pな ど を 通

じ て 公 開 す る 。  

 

（２）年度評価及び事業後の統括評価  

 年 度 評 価 の 実 施 時 期 は 、 毎 年 度 末 （ 2〜 3月 ） に 行 い 、 最 終 年 度 （ 平 成 2 8年 度 ） は

平 成 29年 1月 頃 と し て、 補 助 事 業 全 体 の 総括 評 価 を 実 施 す る 。  

 

８．その他  

○市町村等による同種及び類似事業の実施実績  

※実施実績があれば、できるだけ具体的な実績を記入ください。  

 

（１）『 COP10 in 三重』の実施実績（平成 22年 1 0月）  

  三 重 県 や 市 町 が 単 独 で 行 っ た 同 種 及 び 類 似 事 業 の 実 施 実 績 は な い 。 し か し 、 本 事

業 と 同 様 に 、 三 重 大 学 が 主 体 と な っ て 、 三 重 県 及 び 自 治 体 （ 亀 山 市 、 鳥 羽 市 ） と の

連 携 で 、 同 種 の 事 業を 行 っ た 実 績 は あ る。  

 平 成 22年 10月 に 、 愛 知 ・ 名 古 屋 で 「 国 連 生 物 多 様 性 条 約 第 1 9回 締 約 国 会 議 ( COP 10

)」が 開 催 さ れ た が 、三 重 大 学 が 主 体 と なっ て パ ー ト ナ ー シ ップ 事 業 と し て『 COP10 

in 三 重 』を 企 画 し 、三 重 県 及 び 自 治 体（亀 山 市 、鳥 羽 市 ）及 び 企 業（ シ ャ ー プ（ 株

） 亀 山 工 場 ・ 中 部 電力 （ 株 ） ） と の 連 携に よ っ て 実 施 し た 。  

 

（２）『 COP10 in 三重』の実施内容  

 ア ジ ア・太 平 洋 環境 コ ン ソ ー シ ア ム を 9ヵ 国（ ロ シ ア・モ ン ゴ ル・中 国・韓 国・タ

イ・イ ン ド ネ シ ア・オ ー ス ト ラ リ ア・アメ リ カ・日 本 ）の 33大 学 と 結 成 し 、内 外の 2

0 0名 の 小 中 高 大 学 生 （ 三 重 大 学 を 含 む 三 重 県 内 の ユ ネ ス コ ス ク ー ル の 子 ど も 、 生 徒

、 大 学 生 及 び 以 外 の 学 校 の 学 生 ） を 対 象 に 、 平 成 2 2年 1 0月 11日 か ら 2 9日 ま で に 「 ア

ジ ア ・ 太 平 洋 子 ど も＆ ユ ー ス 生 物 多 様 性伊 勢 湾 環 境 会 議 」 を実 施 し た 。  

① 10月 14日 か ら 15日に は 、三 重 大 学 の 練習 船「 勢 水 丸（ 318トン ）」に よ る 伊 勢 湾洋

上 国 際 環 境 学 習 を 実施 し た 。 （ 三 重 県 ・鳥 羽 市 の 協 力 ）  



 

20 

ま た 、 亀 山 里 山 公 園 （ み ち く さ ） 、 関 宿 、 シ ャ ー プ （ 株 ） 亀 山 工 場 に て 、 里 山 の

生 物 多 様 性 学 習 、 エ ネ ル ギ ー 教 育 、 文 化 財 保 全 教 育 を 行 っ た 。 （ 三 重 県 ・ 亀 山 市

・ シ ャ ー プ （ 株 ） 亀山 工 場 ・ 中 部 電 力 （株 ） の 協 力 ）  

② 1 0月 1 6日 は 、 「 ア ジ ア ・ 太 平 洋 大 学 環 境 コ ン ソ ー シ ア ム 国 際 環 境 教 育 シ ン ポ ジ ウ

ム 」 を 三 重 大 学 で 開催 し た 。  

③ 1 0月 1 7日 は 、 生 物 多 様 性 エ ク ス カ ー シ ョ ン を 、 海 の 博 物 館 、 鳥 羽 水 族 館 、 ミ キ モ

ト 真 珠 島 で 行 っ た 。（ 三 重 県 ・ 鳥 羽 市 の協 力 ）  

④ 1 0月 1 8日 は 、 「 ア ジ ア ・ 太 平 洋 大 学 国 際 環 境 フ ォ ー ラ ム 」 を 、 生 物 多 様 性 交 流 フ

ェ ア 会 場 内 名 古 屋 学院 大 学 大 会 場 に て 開催 し た 。  

⑤ 1 0月 1 1日 か ら 2 9日 に は 、 名 古 屋 国 際 会 議 場 生 物 多 様 性 交 流 フ ェ ア 会 場 内 （ 白 鳥 公

園 ）に 三 重 大 学 ブ ー ス を 設 置 し 、三 重 大 学 の ESDプ ロ グ ラ ム を国 内 外 へ 大 々 的 に ア

ピ ー ル し た 。  

 ア ジ ア・太 平 洋 地域 か ら 子 ど も や 中 高生 、大 学 生 の 200名 が國 や 文 化 の 差 を 乗 り越

え て 、 生 物 多 様 性 保 全 の た め に 取 組 や 様 々 な 活 動 は 、 国 内 外 の メ デ ィ ア を 通 じ て 世

界 に 紹 介 さ れ た 。特に 、 NHKの 生 放 送 や 国連 関 連 の メ デ ィ ア の取 材 、韓 国 や 東 南 アジ

ア 各 国 の メ デ ィ ア に連 日 の よ う に 取 り 上げ ら れ 、『 COP10 in 三 重 』の 成 果 が 高 く評

価 さ れ た 。  

 

（３）『 COP10 in 三重』のファンド  

 平 成 2 0年 度 か ら 2 2年 度 に 文 部 科 学 省 教 育 G P「 三 重 大 ブ ラ ン ド の 環 境 人 材 養 成 プ ロ

グ ラ ム 」 に 採 択 さ れ 、 3年 間 に 約 6,000万 円 の フ ァ ン ド が 得 ら れ た こ と が 大 き い 。 さ

ら に 、 公 益 財 団 三 重 県 環 境 保 全 事 業 団 (三 重 県 地 球 温 暖 化 防 止 活 動 推 進 セ ン タ ー )か

ら は 、 250万 円 の 支 援の 他 に 地 球 温 暖 化 防止 活 動 推 進 員 の 協 力を 得 る こ と が で き た。 

  『 COP10 in 三 重』事 業 は 、教育 GPの最 終 年 度 の 統 括 と して 実 施 さ れ た の で 、教 育

G Pの 事 後 評 価 に お い て も 高 く 評 価 さ れ た 。 成 果 報 告 書 は 和 文 及 び 英 文 （ 概 要 版 ） で

ま と め ら れ 、 文 部 科学 省 に 提 出 さ れ た 。  

 

（４）『 ESD in 三重 2014』の実施実績（平成 26年 11月）  

 平 成 26年 11月 に 、愛 知 ・ 名 古 屋 で 「 ESDユ ネ ス コ 世 界 会 議 」が 開 催 さ れ 、 三 重 大学

が 主 体 と な っ て パ ート ナ ー シ ッ プ 事 業 とし て 『 ESD in 三 重 2014』 を 企 画 し 、 三 重県

、松 阪 市 、三 重 県総合 博 物 館 、斎 宮 歴 史博 物 館 、海 の 博 物 館と の 連 携 に よ っ て 実施 し

た 。 ま た 、 『 ESD in 三 重 2014』 の 活 動 報告 を 世 界 会 議 の 併 催イ ベ ン ト で あ る 、 交流

セ ミ ナ ー に お い て も発 表 し た 。  

 

（５）『 ESD in 三重 2014』の実施内容  

 平 成 26年 11月 7日から 12日 ま で『 ESD in 三 重 2014～ ア ジ ア・太 平 洋 持 続 可 能 な 開

発 の た め の 教 育 （ E S D） ユ ー ス 世 界 会 議 ～ 』 を 実 施 し た 。 日 本 ･韓 国 ･中 国 ･ア メ リ カ

を は じ め 1 9カ 国 2 1 0名 の 中 ･高 ･大 学 生 が 参 加 し 、 E S Dに 関 す る 学 習 ・ エ ク ス カ ー シ ョ

ン を 行 い 、 自 ら 体 験し 感 じ た 事 を ユ ー ス宣 言 と し て と り ま とめ 、 発 表 し た 。  

 ① 11月  7日 ： ア ジア ・ 太 平 洋 ユ ー ス 伊勢 湾 洋 上 国 際 環 境 学習  

（ 勢 水 丸 、 海 の 博 物館 、 海 女 小 屋 ）  

 ② 11月  8日 ： ESDエク ス カ ー シ ョ ン （ 松名 瀬 干 潟 、 斎 宮 歴 史博 物 館 ）  

 ③ 11月  9日 ： ESDエク ス カ ー シ ョ ン （ 三重 県 総 合 博 物 館 、 分科 会 ）  

 ④ 11月 10日 ： ア ジア 太 平 洋 環 境 コ ン ソー シ ア ム 国 際 シ ン ポジ ウ ム （ 三 重 大 学 ）  

 ⑤ 11月 12日 ： ESD交流 セ ミ ナ ー （ 名 古 屋国 際 会 議 場 ）  
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